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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 19,776 3.0 793 41.0 904 7.5 836 29.0

2026年３月期中間期 19,204 1.8 562 42.4 840 56.5 648 40.6

（注）包括利益 2027年３月期中間期 1,200百万円（32.2％） 2026年３月期中間期 908百万円（116.9％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 412.59 －

2026年３月期中間期 319.76 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 51,538 27,907 54.1

2026年３月期 51,319 26,872 52.3

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 27,886百万円 2026年３月期 26,850百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 80.00 80.00

2027年３月期 － 0.00

2027年３月期（予想） － 70.00 70.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,800 2.3 1,360 7.9 1,590 △6.1 1,270 △53.3 626.66

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 2,200,000株 2026年３月期 2,200,000株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 173,408株 2026年３月期 173,408株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 2,026,592株 2026年３月期中間期 2,026,764株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意)

　業績予想につきましては、発表日現在のデータに基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣

旨のものではありません。また、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と大きく異なる可能性があります。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当中間期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（２）当中間期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………… 3

（１）中間連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 3

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 …………………………………………………………… 5

中間連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 5

中間連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………………… 6

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………… 7

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 8

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 9

○添付資料の目次

- 1 -

岡山県貨物運送㈱（9063）2027年3月期 第2四半期（中間期）決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間における我が国経済は、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の上昇や物価高による個人消費の

伸び悩みが見られたものの、ＡＩ・半導体関連需要の拡大を背景とした生産活動の持ち直しや、企業収益、雇用情

勢の改善に支えられ、緩やかな回復基調が続きました。

　運輸業界におきましては、国内貨物輸送量が横ばいで推移する一方、軽油をはじめとする燃料・資材価格の上昇

やドライバー不足、人件費の上昇などにより、厳しい事業環境が続きました。また、2026年１月に施行された中小

受託取引適正化法や、荷主・元請事業者への価格転嫁要請を背景に、燃料サーチャージの導入など、適正な価格転

嫁に向けた動きが、少しずつ進んできました。

　さらに、2026年４月から特定荷主・特定事業者への義務が始まった改正物流効率化法への対応も本格化し、共同

配送や物流拠点の整備・集約など、物流の効率化に向けた取り組みが一層進展するなど、物流業界は大きな変革期

を迎えております。

　このような状況のもと、当社グループは、お客様との継続的な対話を通じて運賃・料金の適正化に取り組むとと

もに、積極的な営業活動による新規取引の開拓や既存取引の拡大を進め、物量の確保と収益力の向上に努めてまい

りました。また、輸送品質の向上と業務効率化にも注力し、安定した輸送サービスの提供に取り組んでおります。

　その結果、営業収益は１９７億７千６百万円(前年同中間期比3.0％増)となり、営業利益は７億９千３百万円(前

年同中間期比41.0％増)、経常利益は９億４百万円(前年同中間期比7.5％増)となりました。また、親会社株主に帰

属する中間純利益は８億３千６百万円(前年同中間期比29.0％増)となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

① 貨物運送関連

　貨物運送関連につきましては、物量の確保とともに適正運賃・料金の収受に取り組んだこと等により、営業収益

は１８７億５千９百万円(前年同中間期比3.0％増)となり、営業利益は７億７百万円(前年同中間期比39.6％増)と

なりました。

② 石油製品販売

　石油製品販売につきましては、営業収益は５億５百万円(前年同中間期比1.0％増)となり、営業利益は２百万円

(前年同中間期比6.3％減)となりました。

③ その他

　その他につきましては、自動車用品販売、フォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでおり、営業収益は

５億１千１百万円(前年同中間期比5.3％増)となり、営業利益は７千２百万円(前年同中間期比72.4％増)となりま

した。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末の総資産は５１５億３千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億１千８百万円の増

加となりました。これは、現金及び預金の減少等により流動資産が５億７千５百万円減少し、土地の増加、株価の

上昇による投資有価証券の増加等により固定資産が７億９千３百万円増加したことによるものであります。

　負債につきましては、２３６億３千万円となり、前連結会計年度末に比べ８億１千７百万円の減少となりまし

た。これは、未払法人税等の減少等により流動負債が５億８千４百万円減少し、長期借入金の減少等により固定負

債が２億３千２百万円減少したことによるものであります。

　純資産につきましては、２７９億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ１０億３千５百万円の増加となりま

した。これは主に利益剰余金の増加等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今後の国内経済につきましては、米国の通商政策、中国経済の先行き、中東情勢の長期化に加え、為替・物価の

動向など、引き続き不透明な状況が続くものと見込まれます。

　こうした環境のなか、当社は2025年６月に策定した中期経営計画『OKAKEN VISION 2027』のもと、事業基盤の強

化と持続的な成長に向けた取り組みを着実に進めております。今後も、お客様のニーズに的確にお応えするととも

に、輸送品質のさらなる向上、営業基盤の拡充、業務効率化などを通じて、企業価値の向上に努めてまいります。

　当社グループは、安全・安心で高品質な輸送サービスを提供し、お客様から「信頼され、選ばれる会社」を目指

してまいります。

　通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期(中間期)の業績と今後の経営環境等の動向を踏まえ、2026年

５月８日に公表した業績予想から修正いたしました。詳細につきましては、本日公表しております「通期業績予想

の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,500,418 10,103,812

受取手形 10,320 －

電子記録債権 803,459 793,030

営業未収入金 4,652,655 4,388,471

棚卸資産 137,385 154,652

その他 374,058 462,839

貸倒引当金 △1,656 △1,728

流動資産合計 16,476,641 15,901,078

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,638,722 9,384,551

車両運搬具（純額） 1,201,818 1,101,921

土地 17,780,199 18,220,682

その他（純額） 505,654 668,203

有形固定資産合計 29,126,395 29,375,359

無形固定資産 534,614 531,387

投資その他の資産

投資有価証券 4,674,975 5,261,696

その他 525,048 487,990

貸倒引当金 △17,696 △19,229

投資その他の資産合計 5,182,327 5,730,457

固定資産合計 34,843,337 35,637,204

資産合計 51,319,979 51,538,282

負債の部

流動負債

支払手形 10,726 9,710

電子記録債務 238,442 315,244

営業未払金 2,442,606 2,325,992

短期借入金 5,169,502 5,006,038

未払法人税等 960,555 493,857

賞与引当金 244,810 418,460

その他 2,092,337 2,004,735

流動負債合計 11,158,980 10,574,037

固定負債

長期借入金 7,850,373 7,461,183

役員退職慰労引当金 117,380 127,540

退職給付に係る負債 3,392,102 3,419,674

資産除去債務 175,149 176,780

その他 1,753,667 1,871,388

固定負債合計 13,288,671 13,056,566

負債合計 24,447,652 23,630,604

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,420,600 2,420,600

資本剰余金 1,780,045 1,780,045

利益剰余金 21,227,221 21,901,256

自己株式 △296,592 △296,592

株主資本合計 25,131,274 25,805,309

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,402,870 1,793,584

退職給付に係る調整累計額 316,076 287,424

その他の包括利益累計額合計 1,718,946 2,081,009

非支配株主持分 22,105 21,359

純資産合計 26,872,327 27,907,678

負債純資産合計 51,319,979 51,538,282
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

営業収益 19,204,890 19,776,307

営業原価 17,723,480 18,042,310

営業総利益 1,481,410 1,733,997

販売費及び一般管理費 918,484 940,122

営業利益 562,925 793,875

営業外収益

受取利息 1,010 10,769

受取配当金 46,991 56,084

受取賃貸料 88,149 85,491

持分法による投資利益 39,250 32,556

補助金収入 93,830 -

受取奨励金 79,355 -

その他 42,320 38,674

営業外収益合計 390,908 223,575

営業外費用

支払利息 92,806 110,880

シンジケートローン手数料 18,000 -

その他 2,122 2,415

営業外費用合計 112,929 113,296

経常利益 840,905 904,154

特別利益

固定資産売却益 66,048 377,835

投資有価証券売却益 34,217 -

投資有価証券清算益 2,848 -

特別利益合計 103,114 377,835

特別損失

固定資産売却損 273 678

減損損失 11,000 -

特別損失合計 11,273 678

税金等調整前中間純利益 932,746 1,281,311

法人税、住民税及び事業税 302,453 436,274

法人税等調整額 △19,868 6,821

法人税等合計 282,584 443,095

中間純利益 650,161 838,216

非支配株主に帰属する中間純利益 2,069 2,053

親会社株主に帰属する中間純利益 648,092 836,162

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

中間純利益 650,161 838,216

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 247,114 390,714

退職給付に係る調整額 10,824 △28,651

その他の包括利益合計 257,938 362,062

中間包括利益 908,100 1,200,278

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 906,031 1,198,224

非支配株主に係る中間包括利益 2,069 2,053

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 932,746 1,281,311

減価償却費 774,525 749,822

減損損失 11,000 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15,240 10,160

貸倒引当金の増減額（△は減少） △492 1,604

賞与引当金の増減額（△は減少） 101,210 173,650

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 96,635 △14,169

投資有価証券売却損益（△は益） △34,217 －

投資有価証券清算損益（△は益） △2,848 －

有形固定資産売却損益（△は益） △65,775 △377,157

受取利息及び受取配当金 △48,002 △66,853

支払利息 92,806 110,880

持分法による投資損益（△は益） △39,250 △32,556

補助金収入 △93,830 －

受取奨励金 △79,355 －

売上債権の増減額（△は増加） 222,760 283,402

棚卸資産の増減額（△は増加） △10,364 △17,267

仕入債務の増減額（△は減少） 247,691 △40,828

未払消費税等の増減額（△は減少） △68,985 △143,973

その他 △126 △70,551

小計 2,020,888 1,847,473

利息及び配当金の受取額 74,629 92,211

利息の支払額 △91,954 △112,434

奨励金の受取額 8,291 24,162

法人税等の支払額 △254,582 △885,404

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,757,271 966,008

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △363,523 △514,515

定期預金の払戻による収入 382,013 502,505

投資有価証券の取得による支出 △19,193 △8,953

投資有価証券の売却による収入 49,066 －

投資有価証券の清算による収入 3,098 －

有形固定資産の取得による支出 △865,144 △976,034

有形固定資産の売却による収入 252,635 387,022

その他 16,902 452

投資活動によるキャッシュ・フロー △544,145 △609,523

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △77,800 △180,800

長期借入れによる収入 3,520,000 1,037,500

長期借入金の返済による支出 △3,815,641 △1,409,354

自己株式の取得による支出 △470 －

配当金の支払額 △141,837 △161,414

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△1,350 －

その他 △14,208 △51,031

財務活動によるキャッシュ・フロー △531,307 △765,100

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 681,818 △408,616

現金及び現金同等物の期首残高 6,445,322 9,925,387

現金及び現金同等物の中間期末残高 7,127,140 9,516,771

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３

貨物運送
関連

石油製品
販売

計

営業収益

顧客との契約

から生じる収

益

18,219,349 499,884 18,719,234 485,655 19,204,890 － 19,204,890

外部顧客への

営業収益
18,219,349 499,884 18,719,234 485,655 19,204,890 － 19,204,890

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

12,542 1,196,718 1,209,261 553,827 1,763,089 △1,763,089 －

計 18,231,892 1,696,603 19,928,495 1,039,483 20,967,979 △1,763,089 19,204,890

セグメント利益 506,591 2,661 509,253 42,223 551,477 11,448 562,925

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３

貨物運送
関連

石油製品
販売

計

営業収益

顧客との契約

から生じる収

益

18,759,939 505,092 19,265,031 511,276 19,776,307 － 19,776,307

外部顧客への

営業収益
18,759,939 505,092 19,265,031 511,276 19,776,307 － 19,776,307

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

13,627 1,183,483 1,197,111 562,741 1,759,852 △1,759,852 －

計 18,773,567 1,688,575 20,462,142 1,074,017 21,536,160 △1,759,852 19,776,307

セグメント利益 707,086 2,493 709,580 72,781 782,362 11,513 793,875

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

（セグメント情報）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用品販売、フ

ォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額11,448千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性がないため、記載を省略しております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用品販売、フ

ォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額11,513千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。
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